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教会付属幼稚園の保護者会活動と
母親の育ちについての考察
－教会付属幼稚園がケアリング・
コミュニティとして機能する可能性－
佐藤　浩代
Possible Benefits of PTA Activities in a 
Christian-Affiliated Kindergarten:
The Church-Run Kindergarten’s Role in the 
Development of a Caring Community
SATO Hiroyo
A decrease in “social competence” has been pointed out as one of the current trends that Japanese
society is experiencing. Furthermore, one of the reasons for this phenomenon is that attachment, inter-
est and trust toward others are becoming weaker. Recently parents, especially mothers, appear to have
a tendency towards both pampering and also wanting to excessively control their children. However,
within the group of mothers involved in PTA activities of a church-affiliated kindergarten where I have
been working, there seem to be few demanding or needy parents. It may be that such a group of moth-
ers connected with a church-affiliated kindergarten has a natural tendency towards forming deeper
attachments and having an interest in and trusting others. There may also be a stronger attitude of
cooperation with others than is found in society as a whole. If this is so, why might such a phenomenon
have happened?  
I have three hypotheses: 1) the mothers in the group may have certain ideas related to Christianity
that are reflected in their actions; 2) experience with PTA activities may give mothers a chance to
develop their parenting skills; and 3) PTA activities, such as preparing for and holding festivals, create
opportunities to strengthen relationships between the mothers and provide opportunities for them to
see various models of parenting. Also, through the extension of the network between mothers that
engaging in PTA activities creates, the kindergarten becomes a place where mothers feel at ease, which
could encourage them to have more children. In sum, this article discusses how a kindergarten can
function as a caring community when it has a cooperative and primary role in raising children.
キーワード：教会付属幼稚園、保護者会活動、母親の育ち、ケアリング・コミュニティ
キリスト教価値観
Keywords：Religious-Affiliated Kindergarten, PTA Activities, Developing Parenting Skills, Community Sup-
port, Christian Values
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1．はじめに
1.1 研究動機
現代のわが国が抱える課題として、門脇厚司
は1960年生まれ以降の者たちの「社会力」の
低下を指摘している。その原因として他者への
愛着、関心、信頼が弱くなっていることが挙げ
られている。
筆者が勤務する教会付属幼稚園（以下A幼稚
園とする）においても、保護者（本稿において
は母親）の姿に子どもへの過保護、過干渉の傾
向はみられ、文部科学省の調査研究協力者会議
（2002）や先行研究 1) で報告されている内容と
一致している。しかし、A幼稚園の母親たちを
「対応に困る保護者」とは、保育者は感じてい
ない。それは、話し合いというコミュニケーシ
ョンによって解決が図られていることと、個別
には過保護や過干渉の傾向があったとしても、
母親集団の姿に、日頃から他者への関心、愛着、
信頼が感じられるからだと考えられる。A幼稚
園の母親においては、自分の手で子育てをした
い、子育てを楽しもう、そして自分も楽しもう
という雰囲気がある。わが子だけではなく、
徐々に他の子どもたちにも愛着を感じていくよ
うな母親の変化がみられるのである。
これは筆者が保育者として体で感じているこ
とである。同時に、今まで関わってきた多くの
母親たちによる「家庭的」「温かい」などのA
幼稚園を表すことばによって確信してきたこと
でもある。それでは、そのような雰囲気が本当
に存在するのであろうか。存在するとするなら
ば、その要因は何によるのであろうか。この問
いに対する筆者の仮説の検証が、本研究の動機
となっている。
1.2 母親の育ち　仮説の設定
仮説の第一は、幼稚園の保護者会で活動して
いる母親たちの人への関わり方において、「社
会力」の源となる他者への関心、愛着、信頼、
協力する姿勢などが顕著であるが、それは、母
親となる育ちのなかで、キリスト教との関わり
を持ったことに起因しないか。
第二は、一人の母親が子どもを多くもつこと
によって結果的に母親の幼稚園生活が長くな
り、幼稚園において、第1子としての母親から
第2子、第3子の母親へと育っていくことによ
り、そこに、母親としての育ちがあり、母親の
存在感やその力を発揮する場として、保護者会
活動の場が活かされているのではないか。
第三に、母親も育っていく場である幼稚園と
いう場所が、家庭と地域における子育ての共同
的な、センター的な役割を果たすケアリング・
コミュニティ 2) として機能しているのではない
か。
以上の三点を仮説として取り上げ、これらの
仮説をアンケート及びインタビューにより、母
親のことばから検証していくこととした。
1.3 研究目的
幼稚園が家庭と協力して保育を進めることに
より、親は家庭とは異なる視点から子どもをみ
ることができる。それは、家庭のなかだけで子
どもと向き合っていた母親にとって、新たな関
係性に出会うことである。幼稚園入園は、子ど
ものことだけでなく母親自身のことも含め、視
野を広げる機会となっているのである。
このような母親の育ちを核として、幼稚園は、
子育てのセンター的な役割を家庭や地域との関
係において果たすことが期待されている。本研
究では、幼稚園に新たな役割を求めるのではな
く、今ある実態から、家庭や地域における共同
的な場所として幼稚園を捉えていくことを目的
とする。
幼稚園の母親は、一人の女性が結婚して子ど
もを生み、育てている過程にあたる時期である。
その人たちの育ち、すなわち母親としてのアイ
デンティティの確立過程をたどることは、母親
の思考の源を探ることでもある。筆者は、母親
となる育ちのなかにおけるキリスト教との関わ
りが、他者への関心、愛着、信頼、協力する姿
勢などに現れると第一の仮説を立てた。それは、
育ちのなかでキリスト教に基づく価値観を身に
付けることであり、母親としてのアイデンティ
ティの確立に影響を与えるものになっていると
言い換えることができる。
仮説の検証により、A幼稚園独自のものとし
てではなく、A幼稚園の特性でもある教会付属
幼稚園に置き換えて考えることにより、教会付
属幼稚園が、家庭と地域における子育ての共同
的な、センター的な役割を果たせる可能性をも
っていることを示唆できるのではないかと考え
た。
1.4 研究方法
本研究は、保育者である筆者が、母親にみら
れる他者に対する関心、愛着、信頼、協力する
姿勢など、現場の実態を考察するものである。
研究対象となる母親に対するアンケート及びイ
ンタビューによって探っていくが、母親が幼稚
園に対して協力的になるには、子どもたちが成
長していることを実感し、保育に対する信頼感
をもっていることが絶対条件であると推察す
る。
本研究のフィールドとなるA幼稚園について
は、今ある実態を数値や母親のことばを用いて
考察し、キーワードの一つである保護者会活動
であるフェスティバル（バザー）について着目
した。保護者会活動は、母親が園児の母親とし
て関わる活動であると同時に、一個人として活
動できる場である。保育者からみて、フェステ
ィバル開催に向けた母親たちの活動は、「子ど
ものため」という母親の義務や責任以上の何か
を生み出している。その何かが、母親の育ちに
関連していると考えられるのである。予備調査
となったアンケートの結論を踏まえて、条件を
満たす5名を抽出してインタビューを行い、母
親のことばによって考察を重ねた。
仮説検証の手がかりは、A幼稚園の属性とい
える教会付属幼稚園、そこで行われているキリ
スト教保育、キリスト教の教えを基盤として保
育を行う幼稚園に子どもを通わせている母親た
ちが期待する子ども像、その母親たちによる保
護者会活動を語ることばである。
2. A幼稚園の保護者会
2.1 保護者会活動の実際
A幼稚園では、2003年度より母の会から保護
者会へと名称が変更された。父親の育児参加の
現われであるが、幼稚園行事には父親も参加し
ているという具体的なことに限らず、父親も子
育てに参加をしている以上は、母の会という母
親限定のものではなく、父親を含めた保護者を
対象にしてほしいとの申し出があったことを受
け入れてのことである。幼稚園との関わりは、
母親が中心となっている家庭が大多数ではある
が、送迎に関しては多くの父親が幼稚園に姿を
みせるようになり、また、母親の就業を始め、
さまざまな家庭の事情から祖父母が保護者に代
わることもありうる時代となったことを考慮し
ての変更となった。
幼稚園全般の円滑な活動を支える役割として
役員が選ばれ、フェスティバル開催のための企
画・運営にフェスティバル委員が置かれてい
る。活動にかかる費用は、4月の保護者会にて
承認された予算により運営される。予算を立て
るのは、保護者会会計担当者と主任保育者であ
る。徳村（1999）（2000）が主張する保護者会
のあり方は保護者の独立組織であるが、役員と
して活動できるのは末子が幼稚園に入園してか
らがほとんどである。つまり、いつでも全員が
役員初心者なのである。したがって、保育全般
の見通しやスケジュールなど、保育者の助言な
しには運営できないのが実情である。
2.2 バザーからフェスティバルへの変遷
フェスティバルは、園児が楽しめる一日とし
て保護者が企画し、幼稚園との共催で運営する
催しで、2001（平成13）年から始まった。教
会と幼稚園の共催で1999（平成11）年まで行
われていたバザーが、教会員の高齢化と園児数
の減少による保護者への負担増加のため、一時
休止となっていたものが再開したものである。
バザーは、1960年代前半から、会堂・園舎
建て替え資金捻出の目的で規模を拡大して行わ
れていたと教会創立50周年記念誌に記録され
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ている。旧会堂・園舎は1975（昭和50）年6月
に取り壊し、同年11月に完成された。当時を
知る教会員の話によると、バザーのたびに施設
を拡充させていったということであり、新会
堂・園舎建築とバザーは、切り離すことのでき
ない関係にある。その原動力となったのが、当
時の付属幼稚園母の会の働きである。建築費用
返済を終了してからのバザー収益は、会堂・園
舎維持のための積み立て、外部献金という2つ
の用途で使われること、及び園児が楽しむと共
に同窓会として、卒園生や地域の人たちが集う
交流の場を設けるという3つの目的が掲げられ
ていた。
しかし、1995（平成7）年の園児激減と教会
員の高齢化により、それまでと同規模でのバザ
ー開催が難しくなり、1999（平成11）年の開
催を終えて休止となった。休止に至ったのは、
「バザーが大変。」という母親たちのことばがき
っかけではあるが、幼稚園としても、それまで
中心に働いていた主任教諭の高齢化に伴う次世
代への過渡期と重なったことも要因として考え
られる。長きにわたり、母の会役員がバザーの
運営にも携わっていたのが、1992（平成4）年
には会長、会計職は母の会と兼任としながらも、
役員とは別のメンバーでバザー委員会を発足さ
せて母親の負担軽減を図った。その後、母の会
でバザーを見直し、母親からの提案により
1996（平成8）年には別途バザー委員長を置き、
全保護者が参加するようにシステム化が図られ
ると同時に、母の会から一般保護者へ向けて文
書による呼びかけが行われた。この一連の動き
は、新しい主任保育者である筆者に相談や報告
をしながらも、まさに母親たちが直面した窮地
から行動を引き起こした出来事であった。この
ときに中心となった母親たちは、当時はまだ珍
しかったパソコンを使いこなし、文書作成や全
保護者に向けて情報発信するような力に長けて
いたとみられる。結婚前の学習や勤務経験から
と推測できるが、結婚後の継続就業を望む女性
が1984（昭和59）年には20.1％であったのが、
1995（平成7）年の内閣府広報室の世論調査で
は32.5％となるなど、母親の社会経験が活かさ
れる姿に、社会事情の変化が重なる点は興味深
い。
1998（平成10）年にはさらなる園児数の減
少も手伝って、バザー委員選出ができなくなり、
保育者主導で教会に協力し、開催することとな
った。保育者が保育以外のことに時間を使わな
ければならないのは、本来の保育者の役割を逸
脱したことにもなり、これ以上のバザー継続は
厳しい現実となった。ところが、この年に他の
教会付属幼稚園から転入園してきた園児の母親
が、母親全員が一致協力してバザーを開催する
意義を自分の経験をもとに訴え、それに賛同す
る母親たちに支えられて1999（平成11）年に
は他園のノウハウも交えたシステムで、母の会
の全面的な協力により開催することができたの
である。
しかし、園児減少はバザーへの過重負担が考
えられるのではないかという反省と、教会員の
高齢化を理由に、2000（平成12）年にはバザ
ーを休止とすることを教会も了承して決定し
た。ところが、バザーが休止となって母親たち
から出てきたのは、「さみしい。」ということば
であった。1999（平成11）年にバザー委員と
して奉仕した母親がまだ在園していることもあ
り、「せっかくできたシステムを活用してもう
一度バザーをやってみたい。」という声が母親
たちからあがり、幼稚園・母の会共催で教会は
加わらない形で再開した。母親と保育者のみで
開催する以上、規模は縮小し、「園児が楽しめ
る一日を提供すること」「収益が出た場合には、
一部を会堂・園舎維持のために教会へ献金する
こと、及び園児への還元に使うこと」「地域と
の交流の場とする」という3つの目的を明確に
し、牧師園長によりAフェスティバルと名付け
られ、始められたという経緯がある。
フェスティバルとなってからすでに9回を数
え、保護者会という名前が示すように近年では
父親の参加もみられるようになり、保護者会活
動として定着してきている。フェスティバルに
関しては、母親であると同時に一人の人間とし
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て参加しているせいか、母親たちの素の姿が垣
間見える。つまり、母親たちがどのような思い
をもって参加しているのか、問題に直面したと
きにどのように対処し、解決を図っているのか、
またその経験は母親にどのような影響を与えて
いるのかなど、母親の生のことばが聞ける機会
となっている。
2.3 幼児数と世帯主平均所得からみた地
域の特性
幼稚園の就園年齢に当たる3歳から5歳まで
の2009年4月1日現在のB区の幼児数は、男児
2,478名、女児2,484名の合計4,962名であり、区
内総人口253,176名の1.96％（小数点第3位四捨
五入）にあたる。また、2009年4月1日現在の
国内における 3歳から 5歳までの幼児数は
3,230,000名であり、総人口127,600,000名の
2.53％（小数点第3位四捨五入）である。都内
においては、2009年1月1日現在の3歳から5歳
の幼児数が290,457名、人口総数12,517,299名
であり、都民の人口の2.32％（小数点第3位四
捨五入）が幼児の占める割合である。調査時期
に3ヶ月の開きがあるが、この統計から、全国
的にみても、東京都内においてもB区における
幼児数の割合は、低いものであることがわか
る。
在園児は、隣接するC区やD区からも若干名
が通っているが、大半はB区在住である。住居
形態は集合住宅が多いが、一軒家に住む家庭も
少なからずある。幼児をもつ世帯の世帯主の年
代は20歳代から40歳代が主流である。2007
（平成19）年調査による国内における世帯主の
年齢階級別にみた1世帯当たりの平均所得金額
は、29歳以下が317.6万円、30歳代が546.7万円、
40歳代が701.87万円であり、幼児をもつ世代の
世帯主の平均所得額は、単純に計算すると
522.0万円となる。2007年10月1日現在における
B 区内幼稚園在園者の年収の割合は、680万円
を超える世帯が67.4％であることがB区区役所
職員により確認された。B区が経済的には平均
よりも恵まれていることがわかる。
3. 調査結果1 A幼稚園の母親集団の特
性と思考傾向
3.1 一人の母親がもつ子ども数
A幼稚園の保護者会活動と母親の育ちを考察
するために、母親がどのような思考傾向をもっ
ているのか調査するのを目的として、アンケー
ト調査1、2を実施した。2006年実施のアンケ
ート1の対象者は、在園児の母親全員である。
2007年実施のアンケート1の対象者は、年少組、
及び前年度調査以降に転入園した年中組、年長
組の母親である。ただし、年少組の母親のうち、
前年度にきょうだいが在籍し、すでにアンケー
ト1に回答している母親には配布をしなかった。
アンケート2は、2007年、2008年ともに年中組
の母親である。
アンケート1の2006年第1回調査68名及び
2007年第2回調査19名の母親を合計した87名の
年齢別割合は、20歳代が8％、30～34歳が32％、
35～39歳が42％、40歳代が18％である。
わが国における2005年の出生過程の子ども
数は、結婚持続期間 5～9年の夫婦で1.63人、
10～14年の夫婦で1.98人となっており、結婚か
ら5年以上経過した夫婦で減少している。A幼
稚園では園児のきょうだい数が多く、小規模園
にもかかわらず常に母親の誰かが妊娠している
という事実がある。2009年11月現在、在籍す
る母親一人が生んだ子どもの数の平均は、2.18
人（小数点第3位四捨五入）である。また、3
名の母親が妊娠中であり、その数値はさらに上
がることが予想される。母親の結婚持続年数は
調査していないが、幼稚園児の子どもをもつこ
とから、ほとんどの母親が出生動向基本調査に
よる5～9年、10～14年という結婚持続期間分
類に該当するものと思われる。2005年調査に
よる結婚持続期間10～14年の夫婦の出生子ど
も数よりも2009年11月現在のA幼稚園における
一人の母親が生んだ子ども数の方が多いことが
わかる。したがって、A幼稚園に通う母親には、
平均よりも多くの子どもがいるということにな
る。2章でみたように、B区内は、国内におい
ても都内においても幼児数の割合の低いことが
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確認されている。それにもかかわらず、A幼稚
園は母親たちによって、「子宝幼稚園」という
愛称がいつの間にかつけられており、数値以上
に、「子どもがたくさんいる」という実感を母
親たちがもっているのではないかと考えてい
る。
つまり、一人の母親がもつ子どもの数が多い
ことは、A幼稚園というコミュニティを形成す
る重要な要素となる母親集団の特性の一つであ
るといえる。
3.2 調査内容
（1）アンケート1の設問と結果　　
教育に対する価値観及び母親の実態
子どもの入園を希望した理由、キリスト教保
育に関する母親の意識を記述式で答えてもらっ
た。入園希望の理由や子どもにどのような成長
を期待するのかを尋ねることによって、母親の
教育に対する思考傾向や価値観を知る手がかり
が得られると考えた。
最後に、今を生きる母親自身のことを知る手
がかりとして、仕事についての設問を行った。
第1回
第2回
設問1 教会（付属）幼稚園を希望した理由を
教えてください。
記述を①保育方針・内容②園の規模③自宅か
らの距離④父母・兄姉・友だちが通園⑤先生の
人柄、人数⑥雰囲気や居心地がよい⑦直感⑧そ
の他に分類した。
第1回、第2回ともに①「保育方針・内容」
が、どの年齢においても回答数が多かった。そ
の記述内容から読み取れるのは、A幼稚園を特
定したものだけでなく、宗教、キリスト教、教
会付属幼稚園という枠組みで捉えられているこ
とである。宗教及び、A幼稚園においてはキリ
スト教に対する期待感を母親が抱いているとい
える。第1回、第2回ともに他の項目に比して
多い回答だったことから、A幼稚園における
「保育方針・内容」を母親が重視して入園して
いることが明らかとなった。
次に回答の多い順に、④「父母・兄姉・友だ
ちが通園」③「自宅からの距離」⑥「雰囲気や
居心地がよい」②「園の規模」⑤「先生の人柄
や人数」と続く。これらは、A幼稚園を特定し
たものである。③「自宅からの距離」は各家庭
の場所による、偶然性の高いものであるが、④
「父母・兄姉・友だちが通園」⑤「先生の人柄
や人数」⑥「雰囲気や居心地がよい」は、A幼
稚園の特性を評価したものである。②「園の規
模」は、限られた土地で保育をせざるを得ない
幼稚園の事情であり、意図的なものとはいえな
い。しかし、結果として少人数制保育となり、
母親は、保育者の目が行き届くと捉えており、
A幼稚園の特性につながっているといえる。同
実施時期　　2006年6月
配布数　　　69家庭（3歳児　32名、4歳児
22名、5歳児 15名）の母親を
対象にアンケート1を実施し
た。きょうだいで在園の場合
には下の子どもで記入。
回収率　　　100％（外国人である3歳児母
親1名は未記入で回収）
有効回答率　98.6％（3歳児が31名となる）
実施時期　　2007年6月
配布数　　　21家庭（3歳児　17名、4歳児
3名、5歳児　1名）の母親を対
象にアンケート1を実施した。
回収率　　　90.5％
有効回答率　100％（3歳児　15名、4歳児
3名、5歳児　1名）
時に、その特性を多くの母親が好んでいるとい
うことができる。
設問2 キリスト教保育とはどのようなことと
お考えですか。
記述を①神さまへの信頼を培う②神さま、イ
エスさまを通した学び③聖書に基づく教育④感
謝する気持ちを育てる⑤一人ひとりの存在や命
を大切にする、優しい人間を育てる、心を育て
る⑥保育者の信仰に基づく⑦わからないに分類
した。
第1回、第2回ともに、どの学年においても
①「神さまへの信頼を培う」ことがキリスト教
保育と捉えられている。合計では、⑤「一人ひ
とりの存在や命を大切にする、優しい人間を育
てる、心を育てる」④「感謝する気持ちを育て
る」が順に高い割合で表れている。第2回回答
者は少数であるが、回答内容は第1回とほぼ同
じである。
「神さまへの信頼を培う」とは、神さまの存
在を信じることであり、キリスト教保育の基本
を理解している母親が高い割合で存在している
ことを示している。
設問3 お子様の様子から、キリスト教保育の
実践を感じますか。
子どもの様子からキリスト教保育の実践を感
じるのは、第1回、第2回ともに半数を大きく
超えていた。しかし、「いいえ」の回答がある
ことは真摯に受け止めたい。3歳児においては、
入園後まだ日の浅いこともあり、判断ができな
いということもある。また、母親によって、子
どもがさんびかを歌っていることで実践を感じ
る人もあれば、もっと本質的な意味と捉えてい
る人もあるので、数値だけで計ることは難しい
内容である。
次に、「はい」と答えた人が具体的に子ども
のどのような様子からキリスト教保育の実践を
感じているのか、①さんびかを歌う②お祈りを
する③感謝の気持ちをことばにする④神さま、
イエスさま、聖書のことを話す、理解している
⑤優しくなった⑥お手伝いなど、神さまや聖書
の話を聞いた後に実践するという6つのカテゴ
リーに分類した。
第1回、第2回で多少の順序の違いが認めら
れたが、①「さんびかを歌う」②「お祈りをす
る」④「神さま、イエスさま、聖書のことを話
す、理解している」の回答が多かった。
これは、キリスト教保育を行う幼稚園ならで
はの特性である。
さんびかは、神を賛美する歌として幼児が確
実に理解しているとは言い難いが、もっとも神
さまを身近に感じられるものの一つであり、3
歳児においては高い割合を占めている。幼稚園
に入って初めてキリスト教に触れた子どもがさ
んびかを口ずさむことによって、母親はキリス
ト教保育の実践の一つとして感じていることが
表れている。4歳児、5歳児においては、家庭
でも子どもが祈っていることがわかった。キリ
スト教保育の実践として評価できる結果であ
る。母親の側からは、キリスト教保育の実践を
示す子どもの姿を肯定的に捉えているといえ
る。
設問4 ご両親（家族）にキリスト教との接点
はありましたか。
この設問は、子どもの両親の意味で問うたが、
回答は子どもにとって祖父母を含むものであっ
た。予想以上に園児の家庭がキリスト教との関
わりのなかにあることがわかった。
キリスト教との接点があったとする回答は、
第1回で58.8％、第2回で57.9％であり、ともに
半数を超えている。子どもの両親自身がクリス
チャンである家庭は少数であるが、両親のどち
らかが幼稚園から大学までの間にキリスト教教
育を受けた他、教会学校への出席や礼拝出席の
経験が主であり、結婚式の準備で聖書の教えを
受けたというものもみられた。
その他、両親及び子どもからは祖父母にあた
る家族がクリスチャンである家庭は第1回にお
いては12家庭あり、全体の17.6%にあたる。日
本におけるクリスチャン人口の割合は1％3) と
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いわれており、高い比率であるといえる。
次に、母親自身がキリスト教との接点があっ
たとする回答は、第1回で52.9％、第2回で
57.9％であり、家族を対象にしたものよりも割
合は下がるが、それでも半数を超える母親が育
ちのなかでキリスト教との接点をもっていたこ
とが明らかとなった。
仮説の第一として、「母親たちの人への関わ
り方において、『社会力』の源となる他者への
関心、愛着、信頼、協力する姿勢などが顕著で
あるのは、母親となる育ちのなかで、キリスト
教との関わりを持ったことに起因しないか」と
した。
この設問の結果から、過半数を超える母親が
育ちのなかでキリスト教との関わりを持ってい
ることが明らかとなった。幼稚園というコミュ
ニティのメンバーである母親集団に、キリスト
教理解の素地があるということを示しており、
仮説の第一は妥当であると判断する。
設問5 お子様にどのような成長を期待されま
すか。
記述を①思いやりのある人、優しい人、感謝
する人②自立した人③集団生活、社会のルール
を守れる人④友だちとなかよく⑤素直な人⑥健
康、元気⑦その他に分類した。
第1回、第2回ともに回答が多かったのは、
①「思いやりのある人、優しい人、感謝する人」
②「自立した人」であった。設問2におけるキ
リスト教保育の理解で回答が多かった「感謝の
気持ちを育てる」「一人ひとりの存在や命を大
切にする、優しい人間を育てる、心を育てる」
に相当するものである。
母親が期待する子ども像の実現に、キリスト
教保育が求められているとみることができる。
同時に③「集団生活、社会のルールを守れる人」、
第2回では表れなかったが、⑥「健康、元気」
への期待は、親の願いとして当然のことと受け
取れる。
この設問だけは、母親全員がもれなく回答し
ていた。母親の子どもに対する期待感の大きさ
の表れであり、子どもに対する関心、愛着の深
さがうかがえる。また、子どもが①「思いやり
のある人、優しい人、感謝する人」として育つ
ことを望んでいることから、多くの母親が子ど
もに対して他者への意識をもってほしいと考え
ていることがわかる。つまり、他者に対する愛
着や関心を子どもに期待しているのである。言
い換えれば、母親自身に他者への愛着や関心が
あると考えることができる。③「集団生活、社
会のルールを守れる人」は、協力する姿勢をも
つために基本的なことがらであり、他者への意
識であるといえる。
設問6 そのために幼稚園に希望されることは
ありますか。
子どもが母親の期待する成長をするために、
幼稚園に対して希望を持っている母親は、第1
回では71％、第2回では68％であった。次に、
具体的な内容について①友だちとのかかわり②
子どもへの直接的な指導（具体的なかかわり）
③子どもへの間接的な指導（理念の実践）④教
師に希望⑤保育内容⑥今のままでの6つのカテ
ゴリーに分類した。
第1回、第2回ともに②「子どもへの直接的
な指導」①「友だちとのかかわり」の順で回答
が多く、第1回においては⑥「今のままで」が
最も多かった。自由記述から出てきたカテゴリ
ーであり、A幼稚園が母親に肯定的に受け止め
られているといっていい。
1.4研究方法にて「母親が幼稚園に対して協
力的になるには、子どもたちが成長しているこ
とを実感し、保育に対する信頼感をもっている
ことが絶対条件であると推察する」と述べた。
この結果から、本研究の絶対条件は満たされて
いると判断する。
設問7、8、9は省略する。
設問10 お母様ご自身のことを教えてくださ
い。
この問いの結果は、第1回、第2回の数値を
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合計し、在園の母親の実態として捉えることと
する。
①　結婚前にお仕事をされていましたか。
学生結婚をした1名を除いて、全員が結婚前
に仕事をしていたことがわかった。
②　結婚後もお仕事をされていましたか。
「はい」が73％、「いいえ」が27％であった。
結婚を機に退職した人のなかには、結婚に伴う
引越しのために退職した人が含まれている。す
べての人が自主的に退職をしたわけではなく、
社内婚及び物理的に不可能だったとの回答が複
数みられた。
③　出産後もお仕事をされていましたか。
「はい」が23％、「いいえ」が77％で、問②
と③では、「はい」「いいえ」の割合がほぼ逆転
している。退職の理由は問⑤に記すが、出産は
仕事継続の分岐点といえる。
④　現在お仕事をされていますか。
「はい」が18％、「いいえ」が82％で、出産
後よりも現在の方が、仕事をもつ人が少ない。
第1子のうちには仕事を続けられていても、第
2子以降になると辞めざるを得ないという選択
をしている人もいる。しかし、子育ての道を選
択した結果、「仕事をしているときには気付か
なかった子どもの変化を日々感じることがで
き、やっと子育てが楽しいと思えるようになっ
てきた」ということばを個人面談で話した母親
がいる。母親の生活を変えることで、子育てに
プラスのイメージをもてるようになった例であ
る。
その他、離婚により仕事をもたざるを得ない
母親も複数いる。仕事時間のやりくりが可能な
ことと、母親にとっては実母にあたる協力者が
存在することによって、子どもの幼稚園通園が
可能となっている。仕事時間のやりくりと協力
者の存在は、シングルマザーに限らず、仕事を
もつ母親にとっては、子どもが幼稚園に通園で
きるか否かを選択する大きな要件となってい
る。
⑤　お仕事を辞めた理由を教えてください。
記述内容により、3つのカテゴリーを抽出し
た。仕事継続の意思に反して、妊娠、出産によ
る身体的理由やその他の物理的な理由で辞めた
人は、iii「仕事継続が不可能」に分類した。
i「結婚を機に」が13％、ii「妊娠、出産を機
に自主的に」が50％、iii「仕事継続が不可能」
が32％、iv「その他」が5％であった。仕事を
辞めた人のうち、結婚、妊娠･出産を機に辞め
た人が合わせて9 5％であった。そのうち、
50％の人たちが自主的に仕事を辞めて子育て
に専念している。記述にも、「子育てに専念し
たい」が多数みられた。
⑥　お仕事を再開したいですか。
「はい」が65％、「いいえ」が30％、「わか
らない」が5％であった。半数以上の人が仕事
再開を希望している。その理由は明らかではな
いが、それでも多くの母親は、子どもが幼稚園
にいる間は子育てに専念したいと考えている。
「いいえ」のなかには、趣味やボランティアな
ど、仕事以外に自分のしたいことがあるという
回答も多くみられた。
⑦以前の職種に戻ることを希望されますか。
「はい」が15％、「いいえ」が21％、「こだ
わらない」が64％であった。仕事再開は希望
しても、職種へのこだわりはあまりみられなか
った。仕事再開の理由を問うていないので断定
はできないが、インタビューにて聞かれたなか
には、経済的な理由があげられた。しかし、2
章でみたように、経済的には恵まれた人たちの
多い地域であり、母親たちの日常の姿や保育料
の支払い状況からみても生活に困る様子はみら
れない。
(2) 母親の思考傾向
アンケート1は、A幼稚園のコミュニティと
しての性格を形成する重要な要素となる母親の
育ちを考察するために、母親がどのような思考
傾向をもっているのか実態把握を目的として、
予備調査として行ったものである。この調査に
よって下記の5つの点が明らかとなった。
①　A幼稚園の母親集団の特性として、育ちの
なかにキリスト教との接点、下地をもつ人
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が半数以上いる。
②　100％の母親が、期待する子どもの姿を明
確にもっていることから、わが子に対する
関心、愛着をもっている。
③　そのために、家庭での努力及び幼稚園に対
する希望をもっている。子どもの教育に対
するキリスト教保育への期待がある。
④　子どもの様子からキリスト教保育の実践を
認め、幼稚園に対する基本的信頼がある。
⑤　一人の女性として、母親になることを受容
している人たちである。
筆者は、愛着、関心、信頼、協力する姿勢な
ど、A幼稚園の母親にみられる、または、感じ
られる姿は、キリスト教との関わりに起因しな
いかとの仮説を立てた。母親がわが子の幼稚園
にキリスト教の教会付属幼稚園を選択したこと
は、キリスト教保育が実践されていることを承
知して子どもを入園させたのであり、キリスト
教への期待があるからである。そして、母親も
保育や保護者会活動に参加することによって、
キリスト教の感化を受ける環境であることを承
知し、受け入れる姿勢をもっていると考えられ
た。つまり、母親が育ちのなかでキリスト教と
の関わりをもっていたのではないかという仮説
であった。結果は、予想をはるかに超える割合
で、母親たちは育ちのなかでキリスト教との接
点をもっていたのである。
母親は、一人の女性から子どもの母親になる
という大きな変化を経て子どもの幼稚園入園に
至っている。エリクソンの理論にしたがえば
「Ⅶ成人期」にあたる。母親自身について尋ね
た設問10では、結婚前には1名を除いた全員が
仕事をもっていたのに対し、結婚、妊娠・出産
という人生の節目にあたって、それぞれが仕事
の継続か否かという分岐点を経ていたことがわ
かった。
結婚をしても仕事を継続していた人は全体の
73％であったのが、妊娠・出産後では23％、
子どもが幼稚園に通う現在では18％と減少し
ている。妊娠・出産後から現在に至る子育ての
時期に、多くの母親が仕事よりも子育てを選択
している結果である。そのうち50％の母親は
自主的に子育てに専念する道を選択している
が、32％の母親は、身体的、物理的な理由か
ら仕事を辞めて子育てに専念することとなった
人たちである。その記述内容には体調に関する
ことが多く、妊娠・出産は、もはや自分であり
ながら自分だけではないことを自覚する機会と
なり、自分自身でいることと母親になることと
の間に葛藤があったということができる。
次に、65％の母親が仕事再開を希望してい
るが、「いつかは」「いつかできればいいなとい
う程度です」の記述や「いいえ」のなかには
「まだ子育てに精一杯で考えていません」「まだ
わかりません。小学生くらいになり、時間に余
裕ができたら、少し働かないと経済的にとは思
っています」など、子育てに専念する現状は受
け入れられているといっていい。
成人期には、心理・社会的危機である生殖性
対停滞を肯定的に乗り越えることで、世話とい
う心理・社会的な強さである、徳を獲得する。
アンケート1では、「母親として」の視点による
回答であり、いずれの設問においても丁寧な記
述であった。
鯨岡（2005）は、＜育てる者＞となる前段
階として、子どもを「つくらない」ことを選ぶ
人たちの理由として、それぞれの育ちのなかで
問題を抱え込んでしまったことを指摘してい
る。しかし、本調査対象である母親は、仕事選
択の葛藤を経たうえで子育てを選択してきた人
たちであるといっていい。つまり、子どもの妊
娠・出産によって母親になることを選択し、受
け入れた人たちである。妊娠・出産によって母
親と子どもという関係が始まり、子どもを養護
するという意味において、＜育てる者＞として
の母親の役割は果たされていると結論づける。
アンケート2では、入園後1年経た子どもと
母親自身の変化について、母親のネットワーク
の広がりについて考察する。
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（3）アンケート2の設問と結果　入園によ
る母親のネットワークの広がり
2007年、2008年に年中組になった園児の母
親に向けて、1年間の子ども、及び母親自身の
変化を問い、母親としての幼稚園生活を記述し
てもらった。
第1回
第2回
本研究では、設問1①⑤⑨、設問4のみ使用
し、第1回26名、第2回19名の母親を合算して
45名分をデータとする。ただし、設問4は第1
回13名、第2回19名分である。
設問1 1年間をふりかえって。
①　お子さんの変化を感じますか。
「はい」が96％、「いいえ」が2％、「どちら
ともいえない」が2％であった。96％の母親が、
入園して1年経た子どもの変化を感じている。
「いいえ」の回答には、家庭とは違う子どもの
様子をマイナスに捉えていたものもあった。
⑤　お母様自身の変化を感じますか。
「いいえ」が9％、「どちらともいえない」が
22％で、合わせて31％である。「はい」と回答
したのは69％で、第1子の母親は1名を除き全
員が「はい」と答えており、入園してから1年
間で、多くの母親が自分自身の変化を感じてい
た。
⑨　お母様同士のネットワークは広がりました
か。
「はい」が96％、「いいえ」「どちらともい
えない」がそれぞれ2％ずつであった。在園児
との年齢が5歳以上離れたきょうだいをもつ、
2名の母親がそれぞれに「いいえ」「どちらとも
いえない」と回答したが、その他の母親は全員
が、子どもの入園によって母親同士のネットワ
ークが広がったと感じている。
設問4 母親にとって、幼稚園生活とはどのよ
うなものとお考えですか。自由に書い
てください。
有効回答となる32名のうち30名が揃って、
母親にとって楽しい時期、学べる場所、成長で
きる場所、協力し合う場所のいずれかであると
述べている。
そして、「協力し合って、みんなで子育てす
る場」「ママ友達もできました」「他のお母様方
の子育てでいいなあと思う所は参考にしたい」
「先生方や他のママの視点からも見ていただき、
私の気づかなかった部分に気づける」「助けて
くれる人たちのいる園生活」「コミュニケーシ
ョン能力を最大限発揮」「先生方や他のお母さ
ん方と協力してサポートしていく」「参加する
ところ」「アドバイスしてくださる先生方がい
て・・・」「仲間ができました」「子どもを育て
るうえで、お母さん同士のつながりはなくては
ならない」「父親よりも子どもの様子をよく知
っているママ友達」「他の子どもたちも、自分
の子どものように接し、大切に思うこと」「仲
間の作りやすい所」「上手にお互いに支え合え
て、幼稚園に心から信頼して集えると、素晴ら
しい人生の宝になる」のことばは、幼稚園がケ
アリング・コミュニティとして機能しているこ
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実施時期　　2007年5月
配布数　　　アンケート1に回答した26名の
年中組の母親を対象に、文書
にて依頼した。
回収率　　　100％
有効回答率　100％［ただし、設問4につい
ては26名中13名、50％（小数
点第2位四捨五入）］有効回答
率　100％
実施時期　　2008年5月
配布数　　　アンケート1に回答した19名の
年中組の母親を対象に、文書
にて依頼した。
回収率　　　100％
有効回答率　100％
とを示唆できる記述であった。
（4）母親にとっての幼稚園
アンケート2は、前年度にアンケート1を回
答した新年中組の母親を対象に実施した。アン
ケート1の結論から、A幼稚園を肯定的に受容
している母親が、子どもの育ちに加えて、母親
としての変化、母親のネットワークの広がりに
ついて回答したものである。この調査によって
下記の2点が明らかとなった。
①　幼稚園は、子どもにとっても母親にとって
も「育ち」の場となっている。
②　幼稚園は、母親のネットワークを広げる拠
点となっている。
設問で用いた「変化」とは、「成長」「育ち」
の意味のことばである。入園後1年経た子ども
の姿に96％の母親が変化を感じており、幼稚
園教育の意味が果たされているといえる。
母親自身に変化を感じている人は、69％で
あった。第1子の母親は1名を除いた全員が変
化を感じている。つまり、母親自身にとっても、
第1子の幼稚園入園は入園前の環境に比べて大
きな変化があるということである。したがって、
すでに幼稚園生活を経験している第2子以降の
子どもが年中になった母親にとっては、「変化
が認められない」が9％、「どちらともいえない」
が22％となっているのである。第1子をもつ母
親にとっては、子どもと共に始まった幼稚園生
活が、母親にとって大きな影響を与えていると
いえる。それは、母親としての歩みが、第1子
と共に始まったからと考えることができる。鯨
岡（2005）が提唱する2世代の歩みが並行して
進んでいるということである。
母親同士のネットワークの広がりは、2名を
除く96％の母親が感じている。設問1－⑤にお
いて、母親の意識が第1子に向いていることが
示された裏づけともいえるが、年中児と5歳以
上年齢の離れた上の子どもをもつ母親にとって
は、自ら進んで新しいネットワークを広げるこ
とはしていない。「子どもの遊びに影響がある
と判断すれば、母親が動かなければならないと
感じている」ことをクラス懇談会で話してい
た。
「他に、友だちと会う場も少なく、学校へ行
ったら、親同士の付き合いもあまりありません。
唯一、おしゃべりしたりできる仲間の作りやす
い所だと思います。でも、年のせいか、子ども
が女の子のせいか、最近、参加できません。」
この母親のことばからもわかるように、幼稚
園は、親同士の仲間を作れる場所である。しか
し、そのネットワークにうまく適応できない人
も存在することは、認識されなければならな
い。
ケアリング・コミュニティ形成とは、わが子
だけでなく、幼稚園入園を機に仲間の子どもた
ちを共に育てていくことから始まる。その基礎
段階といえる母親同士のネットワークの広がり
をほとんどの母親が感じていることが、設問
1－⑤によって、明らかとなった。さらに、設
問4によって、A幼稚園がケアリング・コミュ
ニティとして機能していることを母親のことば
によって示唆された。
アンケート2では、本研究の第三の仮説とし
た「母親も育っていく場である幼稚園という場
所が、家庭と地域における子育ての共同的な、
センター的な役割を果たすケアリング・コミュ
ニティとして機能しているのではないか」とい
う基礎部分が立証できた。さらに、次章のイン
タビューにて考察する。
4．調査結果2 在園及び卒園した母親の
ことばからみえるもの
本研究の第一の仮説を、「他者への関心、愛
着、信頼、協力する姿勢は、母親の育ちのなか
におけるキリスト教との関わりに起因する」と
し、第3章のアンケート結果から検証した。さ
らに、第三の仮説を、「母親も育っていく場で
ある幼稚園という場所が、家庭と地域における
子育ての共同的な、センター的な役割を果たす
ケアリング・コミュニティとして機能している
のではないか」とした。ケアリング・コミュニ
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ティの定義は、幼稚園を拠点として、わが子だ
けでなく、自分たちの仲間の子どもたちという
意識をもち、地域の子どもたちを育てていくセ
ンター的な役割である。アンケート2の結果か
ら、母親同士のネットワークの広がりが確認で
き、入園後1年を経過した母親たちは、わが子
だけでなく、自分たちの仲間の子どもたちとい
う意識をもっていることが確認できた。
第二の仮説は、「一人の母親が子どもを多く
もつことによって結果的に母親の幼稚園生活が
長くなり、幼稚園において、第1子としての母
親から第2子、第3子の母親へと育っていくこ
とにより、そこに、母親としての育ちがあり、
母親の存在感やその力を発揮する場として、保
護者会活動の場が活かされているのではない
か」である。
本章では、第1子からA幼稚園に通い、保護
者会活動の役員を経験しており、卒園した子ど
もが教会学校に通っていることを条件に抽出し
た5名へのインタビューから、第二の仮説、及
び第三の仮説の目的となる、幼稚園が家庭と地
域における子育てセンター的な役割を果たせる
可能性を考察していく。
調査協力者と筆者の間には、すでにラポート
が確立されている。しかし、母親と保育者以上
の私的関係はもっていないので、家庭訪問、個
人面談、保護者会の他、立ち話での雑談以外に
このような話を聞く機会は初めてのことであ
る。したがって、要件のみ質問するようなイン
タビューではなく、調査協力者の特性に近づき
ながら質問を組み込み、ことばを引き出す形と
なった。
4.1 インタビュー協力者
表1に示したように、卒園生及び在園児の母
親で、在園時に保護者会活動の役員や委員を経
験しており、卒園生である子どもが教会学校に
通っていることを条件にインタビュー対象とし
て協力を依頼した。キリスト教との接点をもつ
ことを条件にはしなかったが、結果的に育ちの
なかのどこかでキリスト教と接点をもつ人たち
であった。
Aさんについては、調査時期である2006年か
ら2008年の間の幼稚園在籍者ではないため、
アンケート調査は行っていないが、最後のバザ
ーから最初のフェスティバルへの移行経緯を知
っている母親として、筆者の研究概要を説明し
たうえでインタビュー対象として協力をお願い
した。BさんCさんについては、アンケート1に
て筆者の研究概要を知っており、インタビュー
の条件を満たしていることにより、協力依頼し
た。DさんEさんについては、アンケート2にお
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表1 インタビュー協力者（2008年5月～6月）
いて質問したインタビュー依頼の際の可否につ
いて協力承諾を得ていた。
インタビューのトランスクリプトの要約は、
調査協力者に渡して確認、及びつけ加えなどを
依頼し、回集のうえ分析資料とした。結果につ
いては、必要な部分を取り上げて、キーワード
となることばには下線　を引き、キーワードか
ら考察を行った。
子どもの名前は「上の子」「下の子」「末っ子」、
個人を特定できる氏名、名称や地域名は○○、
聞き手である筆者は司会の司、インタビューの
ことばは「」で表記した。
4.2 インタビューの結果と考察
（1）子どもの育ち
調査1の設問2、3に該当する質問である。A
さん、Bさんは子どもが大きいこともあるのか、
わが子に限定していないことばとして語られ
た。AさんCさんには、「自分が自分がっていう
のより、・・・。」 「自分が自分がってなら
ないんじゃないですかね。」という同じキーワ
ードが表れた。Bさんの「人の痛みをわかるっ
ていうか、やられたら悲しいんだなっていうこ
とが、わかっているんじゃないかな。」という
ことばも含めて、調査1、設問2のカテゴリー
⑤「一人ひとりの存在や命を大切にする、優し
い人間を育てる、心を育てる」に該当すること
ばでる。これは、キリスト教保育がどのような
ものかの質問を受けて、多くの母親が記述した
内容に合致している。
Dさん、Eさんのことばは、設問2では①「神
さまへの信頼を培う」、設問3では①「さんびか
をうたう」②「お祈りをする」④「神さま、イ
エスさま、聖書のことを話す、理解している」
に該当する。Dさん、Eさんは、子どもがまだ
在園中であり、小さいことから、調査1設問3
の結果にみられたように、キリスト教保育の実
践として、目にみえる形で子どもの姿に表れて
いる様子である。
子どもの育ちについて尋ねたとき、保育者及
び他の母親たちの存在が背景となって語られて
いる。
Cさん
「すごく家族的な雰囲気っていうか、先生た
ちみんなが学年関係なく見てくれたり、他のお
母さんも他の学年のお子さんの顔も知ってる
し、ってそういう空気があるっていうのが、そ
ういうのが子どもにとってはすごく安心できる
っていう。今地域社会ってあんまりないですけ
ど、その代わりみたいな、その安心感のなかで、
っていうのがすごくいい。誰かに何かがあった
らホントに自分のことのように心配し合ってる
感じがあるし。だから、他の子のことも、他人
なんだけど、他人じゃない。身内感覚っていう
か。そういうのが素晴らしいんじゃないかな。
子どもはそういう安心感があるから、のびのび
とできるんじゃないかな。安心して甘えちゃっ
たりとか、甘えられる存在があるっていうの
が。」
Eさん
「自由な中でも決められたこと。お友達の関
係とか、すごく細かいところまで先生たちがみ
ていてくれるので、みんなが知り合いっていう
感じじゃないですか。他のお母さんたちとかも
いろんなところで見ていてくれて、そういう面
ですごく助かってる面が大きいっていうか。」
「アットホームですよね。温かい気がする。先
生たちも子どもみんなのことを目にかけてる
し。」
子どもが育つ背景に、母親だけでなく、保育
者や周りの母親の存在があることを物語ってい
る。他者の存在という安心感のなかで育ってい
るのは子どもだけでなく、母親も安心できる環
境となっているのである。
（2）フェスティバル
AさんからEさんまでの5名ともに、フェステ
ィバルは子どもが楽しいと思っていることを実
感していることばが語られた。その具体例とし
て、お母さん達がお店屋さん、子どものお母さ
んがお店屋さんになって、子どもが買物するの
はこの先多分ない、自分のお母さんがお店屋さ
62
んになってる と、フェスティバルの特徴であ
る、お母さんがお店屋さんになって子どもたち
が買い物することをあげている。
Eさんを除く4名は、フェスティバル委員経
験者である。フェスティバルについての忙しさ、
面倒臭いと思っている人もいるのではないかな
ど、問題点は承知しながらもそれぞれの母親の
フェスティバルに対する価値観が語られてい
る。Aさんは、幼稚園でしか味わえない、母親
が一丸となってするもの、Bさんは、子どもが
母親をねぎらいつつ、自分が成長したことを伝
えてくれる喜びを、Cさんは、委員をしたから
できた子どもとのやりとり、そして今の自分の
姿を通して子どもたちが母親になったときに伝
えられていくものへの期待、Dさんは、出産直
後だった昨年のフェスティバルでは負担の軽い
係であり、自分たちでやってるっていう感じが
全然しないと語っている。いずれも、委員とし
ての役割のなかで生じた葛藤を分岐点としてプ
ラスのものとして捉えている結果である。つま
り、委員としての役割を通して、母親としての
育ちを自覚しているといえる。
しかし、フェスティバル委員の経験がないE
さんは、フェスティバルを肯定しながらも、委
員に過重な負担がかかっていることや、弟妹が
いながら委員をしている人たちの弟妹への負担
を懸念している。委員の人たちの「大変だけど
楽しい」という思いが周囲に伝わりにくい結果、
委員選出が難航することは否めない。Bさんは、
下がいてもできるような委員のあり方を提案し
ている。Cさんは、やってみないとわからない
ことを下記のように語っている。
Eさん
「やっぱり最初は右も左もわからないで、必
死にやってた部分があったんですけど。やっぱ
り、お母さんたちの負担が年々大変かなってい
うのが、委員の人が。今、弟妹のいる人がやっ
てるのを見て。下の子たちがストレスたまって
る感じが、この間集まった時にみてちょっと感
じたので。何かわけもなく『わー』ってなっち
ゃってたりとか。難しいですよねえ。」
C フェスティバルの時には、ホント私は何
にもしてなくて、○○さんがいて。えーと、
○○さんも前年のことがわかってるし、○
○さんもいて。あと誰だっけ。あのフェス
ティバルはどうだったんですか。私たち的
にはすごくよかったと思ってるんですけ
ど。
司　 よかったと思います。だからこれもね、
私が今聞いてるのも委員をしてる人たちに
聞いてるじゃないですか。だからみなさん
「楽しかった」って言うんですけど。して
いない人たち・・っていうのは、もっと委
員さんの負担が軽くならないかなっていろ
いろな人たちが言うので、そこが、バラン
スとるのが難しいっていうか。
C あんまりそういうふうに言われると、大
変な顔もできないんですよね。（笑い）風
邪もひけやしないよって。
司　 それもありますよね、やっぱりね。
C 子どもが休んでると、「何かフェスティ
バル大変なの？」とか。印象、あれなんで
すかね、やってみれば。でも私も委員やる
までは大変そうだなって思ってたし、やっ
ぱり。だからみんないい人なんですよ。
「大丈夫、大丈夫。」って言ってもなんか。
でもね、私最近思うんですけど、いい人同
士っていうのは、なかなか大変ですよね。
フェスティバルは、母親全員が主体であるた
めにそれぞれの意見がある。しかし、委員とし
て牽引していく人たちは、「みんなが思ってい
るほど大変ではない」「楽しかった」「だからみ
んなもやってみるとよい」と、調査協力者以外
からのことばもある。しかし、委員をした人た
ちが続けて引き受けないことから、周囲の母親
からは「やっぱり大変だから続けてやらないの
では」との懸念も生まれている。Bさんは、他
の人も自分のこととして捉えてほしい、そして
継承してほしいと語っている。
司　 それは言ってみると、きょうだいでいて
長野賞論文　教会付属幼稚園の保護者会活動と母親の育ちについての考察
63
くださってる方たちって。
B ある程度内情が（笑い）わかってるから
なんとなく。でも、そこがうまく伝えられ
るか。
司　　そう、そこなんですよ。ねえ。
B そこで言ったがために何でも頼られても
困るなっていう。「ああなんか知ってるん
だったらやってもらおう。」とか。まあや
るのはいいんだけど「あなたたちも覚えて
ね。」っていう感じで。
司　　みんなのことだよって。
B うん。そういう感じでね、また下にも伝
えていかなきゃいけないし。
司　 その辺のことが、Dさんにも聞いた話で。
Dさんもやっぱり一人目のお母さん達がす
ごくいろいろ教えてくれたって言ってた
し。多分Bさんもそんな感じなのね。
B そう。
司　 なんかこう、うまく流れていくといいな
って。
（3）保護者会の委員
フェスティバルを含めた保護者会の役員は、
第1子、第2子がA幼稚園に通い、下の子どもの
ときに引き受ける母親が多い。役員を引き受け
る背景として、上の世代の母親からの継承シス
テムが母親たちの間にあることが語られてい
る。
第2子以降の保護者会役員について、Bさん、
Dさん、Eさんが私もじゃあ下でやらなきゃな
あ、下の子の時には何かをやらなきゃな、2人
目の時にはやんなきゃなと同じことばを語って
いる。その背景にあるのは、第1子のときの先
輩である母親たちのことばである。具体的には、
順番だから、下でやればいいのよということば
であるが、Aさんのいう見返りを期待しない精
神、自分の時間と体力をもちろん無償で提供す
るという姿勢が受け継がれているといえる。そ
してその姿勢は、小学校にあがった後にもいろ
いろな係をしたり、「どうしても誰もいないん
だったらやります。」ということばに表れてい
る。この点に関しては、本研究に着手する以前
からA幼稚園の母親の特徴として聞いていたこ
とではあるが、母親のことばによって実証する
ことができた。
しかし、母親へのサービス業になっちゃうと、
というCさんのことばの意味するところは、本
来はそれぞれの母親の役割であるはずが、役員
がお膳立てしなければならない状況も生じてい
るということである。母親の代表として、子ど
もや幼稚園のために縁の下の力持ちであるはず
が、行事などにおいて、母親に対して細かい指
示を出さなければならないような場合もあると
いうことである。それが、Aさんの求心力は、
なかなか委員長はそこまではちょっとキツイも
のがあるんですということばに表れており、委
員長や会長という立場にあっても、母親同士と
いう対等な関係にあって、全員の母親に協力姿
勢を要求することは難しいということである。
インタビューのなかで、調査協力者の協力的
な姿勢が何に起因するのかを尋ねてみた。
Aさんは、「子どもが成長するのに、合わせ
るっていうか、自分も一緒に成長したいなと思
っていたのがそうですね。役員とか受けるお母
様方って、ひとつそういうものがあって、子ど
もの育ちに合わせて、自分も何かって思ってる
方じゃないかな～って、私はいつも思ってるん
ですけれども。」と、Cさんは、「私は好奇心が
強いので、何でも首をつっこみたがるし。でも
やっぱりモラル観みたいなのがそれぞれあっ
て・・誰かが苦労してるのに、私は何もしない
って、別にいいのよって、言い切れないから手
伝うっていうか。委員さんが頑張ってるから手
伝うって感じですかね。少しでも負担を軽くし
てあげたいみたいな。」、Dさんは「根本的にあ
るのは、自分の子どもにこういう風になってほ
しくないなっていうのは、お母さんたちでも仕
事しててもそうだけど。楽にしようと思えばい
くらでも楽ができますよね、人数がいたら。だ
けど、・・上の子にも下の子にも、自分から進
んで何でもやってほしい、から。そしたら自分
がやらなきゃなっていうのが根本的にあって。
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自分があんまり好きじゃないそういう人。何か
あっても文句も言えない、やらないと。じゃな
くても文句言える人もいるけど、やっぱり子ど
もにそういう人になって欲しくないなっていう
のが基本的にあるので。そういう大人になって
欲しくないなっていうのがあります。」と語っ
ている。そしてBさんはインタビューの締めく
くりに「やっぱりこの幼稚園はねえ。自分たち
が何かしら関わっている幼稚園であってほしい
なあと思います。合理的にするのもいいけど、
そんな幼稚園ばっかりじゃつまらないし、そう
いう幼稚園がよければそういう幼稚園にはじめ
っから探していけばいいわけだし。この幼稚園
を選んだからには、楽しく、ママも楽しく送っ
てもらいたいな。」と結んでおり、Bさんが第1
子の母親として初めてA幼稚園に通ってから12
年を経て、実感しているA幼稚園の特徴として
捉えることができる。
（4）子育て
AさんからEさんまで、何て自分の思い通り
にならないんだろう、立ち止まることもできず、
余裕なくてと、それぞれことばは違っても第1
子の子育てに葛藤があったことがうかがえた。
葛藤を乗り越えるきっかけは、Aさんは生涯教
育に出会ったこと、Bさん、Dさん、Eさんは上
の子どもたちと年の離れた第3子の子育てによ
っている。Cさんは、2人目で知ってるのと知
らないのとではストレスが全然違いますと語っ
ているが、3人目の子育てをゆったりした気で
いられる、断然楽、わかんないんだよなってい
うのもわかる、苦には感じないと、第1子とは
違う感覚で子育てしていることがわかる。
上が面倒みてくれることにより、上の子ども
たちも自分自身をふりかえることができるとB
さんは語っている。末っ子の誕生によって、母
親は2度目、3度目の＜育てる者＞としての道
が始まり、兄や姉たちも自分自身の育ちを再び
たどることができる。まだ小学生であっても、
赤ちゃんの顔を見ることだけによっても、二重
三重の＜育てられる者＞の構造が、お互いの育
ちをさらに深めているのである。
（5）母親にとっての幼稚園生活
AさんからEさんまで、第1子の幼稚園生活が
始まったときに出会った仲間であり、先輩の母
親の存在が、幼稚園の母親としてのモデルにな
っていることがうかがえた。助けてもらうこと
がすごくたくさんあった、何でもやってくれて
た、みんながしてくれた、すごいやってくださ
る人たちだったと評している。Dさんは、自ら
幼稚園の母親同士の深いつきあいを求めること
はしないとしながらも、自分が先輩になったと
きに、「自分のことを忘れてるんですよね。」と、
新しく入って来た母親の姿から自分の役割を気
付かされている。
このような母親同士の関係が築かれるきっか
けとして、フェスティバルがあることに注目す
る。
司　 フェスのことってもちろん子どもたちが
幼稚園に来て、子どもたちが楽しむために
お母さんたち力を出してくださってると思
うんですけど。でもね、今出てきた話を聞
いてても、そういうつながりとかってどう
ですか。やっぱりできてくるのかな。
B 多分できると思う。上下関係も。結構上
の学年、下の学年も仲良くなるし。あとこ
こでお仕事して、ご飯を食べに行って、み
んなで他の話とかもして気分転換になった
り。それはとてもいいことだと思います。
司　 そういうところでつながってってくれた
らいいなあと。
B そう、何かホントにね。卒園しちゃって
も、何かあればいろんなことで相談できた
り。何か必要なことがあれば手を貸しても
らったり。困った時に助けるとか、そうい
う関係がホントに大切っていうか、ここで
できてよかったなと。
司　　それを聞けると嬉しい。
B 何かホントに、上の子の時のとか、下の
子の時の上下のお母さんたちも中学とかで
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会ったりして、声かけて何かいまだにお話
できるし。「最近どう？」みたいな感じで。
だから会ってなくても何かそのつながりが
まだ続いているのはすごいなあと思います
ね。
Cさん
「私の場合は（委員を）してなくても多分手
伝うタイプなので。そういう場があるっていう
のは、お母さん達が集まる場になってるってい
うのが。そういう集まるっていうのがまったく
ないと異学年と交流する場がなくなるだろう
し。あんまり熱心に委員さんたちがガバッとな
りすぎちゃってもダメなんだろうけど、そうい
う場をつくることはいいことだと思いますよ。」
Dさん
「多分フェスティバルがないと、同じクラス
のお母さんたちしか、わからないと思うので、
お母さんたちにとってもすごく交流をもてる機
会だと思います。」
Eさん
「結構お母さんたちの交流とかも結構深まる
と思うんですよね、一緒に仕事して。」
「いろんな学年の人たちとつながったので。
学校行ってからもすごく助かってる部分は多い
し。ありがたいです。すごく。」
アンケートを踏まえて、第二の仮説「一人の
母親が子どもを多くもつことによって結果的に
母親の幼稚園生活が長くなり、幼稚園において、
第1子としての母親から第2子、第3子の母親へ
と育っていくことにより、そこに、母親として
の育ちがあり、母親の存在感やその力を発揮す
る場として、保護者会活動の場が活かされてい
るのではないか」、第三の仮説「母親も育って
いく場である幼稚園という場所が、家庭と地域
における子育ての共同的なセンター的な役割を
果たすケアリング・コミュニティとして機能し
ているのではないか」をインタビューにて探っ
た。
（1）子どもの育ち、（2）フェスティバル、
（3）保護者会の委員、（4）子育て、（5）母親
にとっての幼稚園生活について、それぞれの視
点からインタビューをまとめた。第1子の子育
ては、誰しもが自分の思い通りにならずに不安
を抱えていることがわかった。しかし、幼稚園
入園によって同じ悩みを共有できる母親仲間が
できることによって、助けてもらえることを実
感している。それは、第1子の子育てを経験し
ている第2子、第3子をもつ母親たちの助けに
よってである。調査協力者5名に共通する思い
であった。よいモデルとの出会いは、次に第2
子、第3子の母親として入園したときに、自分
が助ける側として育ち、その表れとして保護者
会の役員を「やるもの」として引き受けている
ことがわかった。
幼稚園の在籍期間は、子どもにとっては長く
て3年間である。しかし、2人以上の子どもを
もつ母親にとっては、きょうだいの年齢差によ
ってその在籍年数が延びていく。幼稚園がケア
リング・コミュニティとして機能するために
は、その中心的役割を担うのは、保育者以上に
母親である。それには、幼稚園のことを理解し
ていること、母親の活動の場である保護者会で
牽引的な役割を担えることが外的条件となって
くる。内的条件としては、わが子だけを大切に
思うのではなく、幼稚園の子どもたち、教会学
校の子どもたち、そして地域の子どもたちへ意
識を広げることがあげられる。そして、A幼稚
園においては、内的条件を満たす指標が、キリ
スト教への理解であり価値観であると捉えるの
である。
インタビューにおいて明らかとなったこと
は、第1子の入園のときには右も左もわからな
いような状態であった母親が、子育て経験のあ
る母親たちとの出会いによって助けられたこと
である。助けてくれた母親がいつまでも幼稚園
に在籍するわけではなく、時間の経過に伴って、
自分自身が子育て経験のある母親へと育ってい
く。第2子以降の母親の立場からは、わが子よ
りも小さい子どもに触れることによって、単純
に「かわいい」という感情を抱くこともあれば、
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小さい子どもを通してわが子の成長を感じる場
合もある。母親自身が小さい子どもと触れるこ
とで、癒されることもある。年齢の離れたきょ
うだいを産むことにつながることもある。
第二の仮説である、「一人の母親が子どもを
多くもつことによって結果的に母親の幼稚園生
活が長くなり、幼稚園において、第1子として
の母親から第2子、第3子の母親へと育ってい
くことにより、そこに、母親としての育ちがあ
り、母親の存在感やその力を発揮する場として、
保護者会活動の場が活かされているのではない
か」は、立証された。
また、幼稚園を卒園後、小学校、中学校へあ
がっても母親同士の縦のつながりが活かされて
いることがわかった。つまり、子どもの幼稚園
時代に育まれた母親同士の関係が、子どもの成
長と共に地域に広がっているといえるのであ
る。
そのような母親同士の交流は、保護者会活動
を通して築かれている。とくに、フェスティバ
ルに関するお仕事会や、クリスマスプレゼント
製作のお仕事会では、お互いに「チビがチョロ
チョロしてても、泣いてても誰か見てくれる。」
という信頼関係によって保護者会活動が運営さ
れていることが、インタビューによって明らか
となった。
また、幼稚園での出会いを基礎として、小学
校や中学校にあがっても母親同士の縦のつなが
りが維持されていることがインタビューからわ
かった。教会付属幼稚園として教会学校が存在
し、幼稚園を卒園してもその場につながってい
ることが可能となっているのは、大きな特性で
あるといえる。
ケアリングとは、自分がケアすることによっ
てまた相手からケアされるというネル・ノディ
ングズ（1984）が提唱する理論である。
「母親も育っていく場である幼稚園という場
所が、家庭と地域における子育ての共同的な、
センター的な役割を果たすケアリング・コミュ
ニティとして機能しているのではないか」とい
う第三の仮説は立証された。
5．今後の課題と展望
5.1 保育者として
筆者は長い間、母親たちの協力的な態度に敬
意をはらうと共に、なぜそのような母親として
育っているのかを常に考えてきた。本研究にお
いて、保育者として肌で感じていたことが形と
して実証されたのであるが、アンケート調査に
よって、母親たちの育ちのなかにおけるキリス
ト教との関わりや、インタビューによって気付
かされた第1子が入園したときの母親の心情に
は、初めて触れたのではないかと思う。
保育者と母親が適度な関係を維持すること
は、倫理上大切なことである。しかし、じっく
り話すことによって得られる情報がこんなに奥
深いものであることを知り、在園中にわかって
いたらもっと工夫することができたのではない
かと残念にも感じた。保育者と母親は、それぞ
れが主体として子どものケア4) にあたってい
る、相互主体的な関係である。どちらも子ども
の育ちをケアする者として共にありながら、そ
れぞれの立場で子どもをみている両義性のある
関係であり、やがては、子どもたちがケアする
人として育つことを期待しているのである。
本研究において、母親が母親としての思いを
語る場を得ることができた。一方で、保育者と
しての思いをもっと母親に伝えていくことも必
要であると感じた。A幼稚園がケアリング・コ
ミュニティとして機能するには、母親だけでな
く、保育者の専門性もまた必要となるであろう。
フレーベルが目指した幼稚園も、母親が母親と
して教育を受ける場所として考えられていた、
ケアリング・コミュニティであったといえるの
ではないだろうか。
5.2 教会付属幼稚園の特性を活かして
第1子の母親の不安を少しでも解消し、やが
ては助けられる者から助ける者へと育っていく
ことができる、ケアリング・コミュニティとし
てA幼稚園が機能していることが実証された。
教会学校には、教会付属幼稚園の卒園生が多
く通っている。そこに関わる子どもだけでなく、
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母親も含めれば、一つのコミュニティに幅広い
年代が集まっているのが特徴である。本研究で
は教会員を取り上げなかったが、教会員を含め
れば、子どもにとっては祖父母、またその上の
世代までも一つのコミュニティを形成している
存在として捉えることができる。教会は、8つ
の発達段階のいずれかに属するすべての人たち
が揃う場であり、教会付属幼稚園は、さまざま
な世代のなかで保育が行われている非常に特殊
な環境であるといえる。
地域によって、教会がおかれた状況によって
保育のニーズはさまざまであると思われる。し
かし、教会、教会学校、幼稚園が三位一体とな
って子どもを育てることができる環境は、教会
付属幼稚園に共通する特性と考えることができ
る。したがって、A幼稚園で得られたケアリン
グ・コミュニティとして教会付属幼稚園が機能
する可能性は、他の教会付属幼稚園にも示唆で
きるのではないかと考える。
鯨岡（2004）5) は、＜育てられる者＞から＜
育てる者＞への先に、＜看取る者＞から＜看取
られる者＞へというスパンで理論を深めてい
る。本稿では、子どもを育てている母親に焦点
をあてているが、保育者もまた子どもたち、母
親たちとの関係のなかで自分の育ちをたどって
いる者である。保育者としてのケアリング・コ
ミュニティでの役割は、今後の検討課題であ
る。
最後に、教会付属幼稚園では、神によって創
造された一人ひとりをかけがえのない存在とし
て認め、今を大切に生きることによって、やが
ては平和な社会と世界をつくる自律的な人間と
して、育てられ、育てていくことにキリスト教
保育としての価値をおいて、目指している。地
域や園のおかれた状況によって、さまざまなニ
ーズが必要とされることもあるであろう。しか
し、キリスト教保育を行う幼稚園として、確固
たる信念は揺らいではならないのである。
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グ･コミュニティの創出を提唱している。3つの
Cは、「社会力」の源である関心、愛着、信頼に
相当する。
3) 川又俊則（2003）「大学生たちが体験したキリ
スト教―社会調査実習を中心に―」『宗教研究』
vol.77-2
日本宗教学会　192頁　　　　
4) 養護し、教育する＜育てる者＞としてのケアと
いう行為をしながら、子どもからの応答を受
け、＜育てる者＞が＜育てられる者＞によって、
実はケアされている、互恵性のある行為であ
る。
5) 鯨岡峻（2004）「次世代育成の諸問題―いま、
何を育てる必要があるのか―」『教育学研究』
68
引用参考文献
秋田喜代美他編著（2005）『教育研究のメソドロジー』
東京大学出版会
E・H・エリクソン（1968）岩瀬庸理訳（1975）『ア
イデンティティ―青年と危機―』金沢文庫
E・H・エリクソン（1974）五十嵐武士訳（1992）
『歴史のなかのアイデンティティ　ジェファソンと現
代』みすず書房
E・H・エリクソン（1982）村瀬孝雄・近藤邦夫訳
（1991）『ライフサイクル、その完結』みすず書
房
H・ハイラント（1982）小笠原道雄他訳（1991）『フ
レーベル入門』玉川大学出版部
江玉睦美（2002）「フレーベルの父母教育論における
『母の歌と愛撫の歌』の本質的意義」『人間教育
の探求』vol.15日本ペスタロッチー・フレーベ
ル学会
O.F.ボルノウ（1967）岡本英明訳（1973）『フレーベ
ルの教育学：ドイツ・ロマン派教育の華』理想
社
小笠原道雄（1994） 『フレーベルとその時代―教育
の発見双書』玉川大学出版部
小笠原道雄（2000）『フレーベル 人と思想』清水書
院
岡本祐子他編（1999）『女性のためのライフサイクル
心理学』福村出版
奥田和弘（1977）「私たちの保育は何を受け何を伝え
るのか─キリスト教保育を求めて─」『幼な子
に生きよう 教育を考える・シリーズⅣ』社団法
人キリスト教保育連盟
小此木圭吾訳編（1974）『エリクソン　自我同一性』
誠信書房
小此木啓吾（1984）『モラトリアム人間の心理構造』
中央公論社
小此木啓吾他著（2004）『＜次世代を育む心＞の危機
ジェネラティビティ・クライシスをめぐって』
慶応義塾大学出版会
小田豊・森眞理編著（2004）『教育原理』北大路書房
小田豊・森眞理編著（2007）『子どもの発達と文化の
かかわり― 一人一人の子どもにふさわしい保育
をめざして―』光生館
加藤正明・藤縄昭・小此木啓吾編著（1991）『講座
家族精神医学3 ライフサイクルと家族の病理』
弘文堂
門脇厚司（2003）『親と子の社会力　非社会化時代の
子育てと教育』朝日新聞社
門脇厚司（1999）『子どもの社会力』 岩波新書
門脇厚司（2007）「クレーム社会を加速する若い親た
ちの特性」『児童心理』vol.61-8
川又俊則（2003）「大学生たちが体験したキリスト教
―社会調査実習を中心に―」『宗教研究』vol.77-
2 日本宗教学会
木山徹哉他著（2002）「保護者の保育ニーズに関する
実証的研究」『九州女子大学紀要』vol.39-1 
教育研究委員会・幼稚園教育研究会（2003）『子ども
の社会力を育てる』社団法人東京都私立幼稚園
教育研修会
キリスト教保育研究委員会（1999）『「今を生きる」
―キリスト教保育指針の解説―』
社団法人キリスト教保育連盟
キリスト教保育研究委員会（2000）『改訂キリスト教
保育指針』社団法人キリスト教保育連盟
キリスト教保育連盟編（1985）『ANNUAL REPORT
OF THE JAPAN KINDERGARETEN UNION 第
7巻』日本らいぶらり
キリスト教保育連盟百年史編纂委員会編（1986）『日
本キリスト教保育百年史』キリスト教保育連盟
鯨岡峻（1997）「子育て支援をめぐるいくつかの視点」
『発達』vol.72 ミネルヴァ書房
鯨岡峻（2001）「子ども存在の両義性と大人の取るべ
き態度」『日本教材文化研究財団紀要』vol.31
日本教材文化研究財団
鯨岡峻・鯨岡和子（2001）『保育を支える発達心理学
関係発達保育論入門』ミネルヴァ書房
鯨岡峻（2002）「世代間で引き継がれていく『育てる
営み』」『児童心理』vol.56-11 金子書房
鯨岡峻（2004）「次世代育成の諸問題」『教育学研究』
vol.71-3
鯨岡峻（2005）『<育てられる者>から<育てる者>へ
関係発達の視点から』日本放送出版協会
齋藤幸子他著（2004）「少子化社会における次世代育
成力に関する調査」『保健医療科学』vol.53-3
218－227頁
佐々木正美（2006）『0歳から始まる子育てノート
エリクソンからの贈りもの』日本評論社
社会教育基礎理論研究会編著（1993）『叢書　生涯学
習Ⅶ　成人性の発達』雄松堂出版
荘司雅子（1972）「フリードリヒ・フレーベルとキリ
スト教保育」『幼な子に生きよう　Ⅲ　教育史』
（1983） キリスト教保育連盟
荘司雅子（1995）『フレーベルの生涯と思想』玉川大
学出版部
玉井一美（1999）「昭和戦前・戦中期の『母の会』の
実践─PTA発足前における親の教育参加─」『お
長野賞論文　教会付属幼稚園の保護者会活動と母親の育ちについての考察
69
茶の水女子大学　人間発達研究』vol.22
徳田克己（2000）「保育者の感じる『対応に困る保護
者』」『実践人間学』vol.4
徳村烝（1999）「幼稚園の父母組織（PTA、父母会、
母の会など）に関する研究（続）─（3）父母
会の分析」『近畿大学九州短期大学研究紀要』
vol.29
徳村烝（2000）「幼稚園の父母組織（PTA、父母会、
母の会など）に関する研究（続）─（4）母の
会の分析」『近畿大学九州短期大学研究紀要』
vol.30 
中野由美子他（1999）「家庭支援者としての保育者の
新しい役割─保育の専門家から親子関係支援の
専門家へ―」『日本保育学会大会発表論文抄録』
vol.52 日本保育学会
西平直（1994）『エリクソンの人間学』 東京大学出
版会
ネル・ノディングズ（1984）立山善康他訳（2004）
『ケアリング　倫理と道徳の教育─女性の観点から』
晃洋書房
ネル・ノディングズ（1998）宮寺晃夫監訳（2006）
『教育の哲学　ソクラテスから<ケアリング>ま
で』世界思想社
ネル・ノディングズ（1992）佐藤学監訳（2007）『学
校におけるケアの挑戦　もう一つの教育を求め
て』ゆみる出版　　
バーバラM.ニューマン /フィリップR.ニューマン
（1975）福富護/伊藤泰子訳（1980）
『生涯発達心理学　エリクソンによる人間の一生
とその可能性』 川島書店
日浦直美（1990）「幼稚園と家庭関係Ⅰ─母親の要望
から見た幼稚園の今後の課題─」『聖和大学論
文集』vol.18
フリードリッヒ・フレーベル（1826）・荒井武訳
（1993）『人間の教育　上・下』岩波書店
フリードリッヒ・フレーベル（1844）津川主一訳編
（1968）『母とおさなごの歌　解説　フレーベル
の保育哲学と歌曲』日本基督教団出版局
ミルトン・メイヤロフ（1971）田村真・向野宣之訳
（1989）『ケアの本質　生きることの意味』ゆみ
る出版
無藤隆・やまだようこ他編（1995）『講座　生涯発達
心理学1 生涯発達心理学とは何か―理論と方
法』金子書房
文部省（2001）『幼稚園要領解説』フレーベル館
柳沢昌一（1985）「E.H.エリクソンの心理社会的発達
理論における『世代のサイクル』の視点」 『教
育学研究』vol.52-4  32－42頁
柳沢昌一他編著（1993）『生涯学習Ⅶ　成人性の発達』
雄松堂出版
湯澤美紀・倉盛美穂子・入江慶太・山崎　晃（2002）
「養育者の生き方の志向性と幼児の社会化との
関連─個人志向性・社会志向性に着目して─」
『乳幼児教育学研究』vol.11 
湯沢雍彦（2004）『データで読む家族問題』日本放送
出版協会
吉岡良昌（1994）『キリスト教教育研究　信仰に基づ
く人間形成』聖恵授産所出版部
渡辺のゆり（2006）「キリスト教保育園の特色につい
て」『プール学院大学研究紀要』vol.46
統計局ホームページ/統計トピックスNo.39/1 こども
の数（15歳未満人口）は1714万人、28年連続の
減少http://www.stat.go.jp/data/jinsui/topics/
topi391.htm#header 2009.9.23
東京都総務局　「住民基本台帳による東京都の世帯
と人口　平成21年1月」『第2表　年齢（各歳）
別1年間の増加人口』http://www.toukei.metro.
tokyo.jp/juukiy/2009 2009.9.23
B区年齢別人口表（総計）平成21年度（2009）
http://www.city.meguro.tokyo.jp/gyosei/tokei/
tokei/jinko/nenbetsusokei/h21/files/njinko.xls
2009.9.23
第13回出生動向基本調査／国立社会保障・人口問題
研究所（2005）「結婚と出産に関する全国調査
夫婦調査の結果概要」『出生過程の子ども数
（結婚持続期間別にみた出生子ども数）』
http://www.ipss.go.jp/ps-doukou/j/doukou13/
chapter2.html 2008.5.6
国立社会保障・人口問題研究所「出生数及び合計特
殊出生率の推移」資料「人口動態統計」厚生労
働省大臣官房統計http://www.ipss.go.jp/syoushi-
ka/seisaku/html/111b1.htm 2008.4.16
厚生労働省『平成18年　国民生活基礎調査の概要』
「表7 世帯主の年齢階級別にみた1世帯当た
り－世帯人員1人当たり平均所得金額」
http://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/k-
tyosa/k-tyosa06/2-3.html 2008.4.5
中央教育審議会初等中等教育分科会幼児教育部会
（第3回）議事録・配布資料（2003）
file://F:\中央教育審議会初等中等教育分科会幼児
教育部会（第3回）議事録・配布資料 . h t m
2007.9.5
70
